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会 議 名 第２回港区立保育園給食調理業務委託事業候補者選考委員会（第３回） 

開 催 日 時 令和７年２月 10 日（月） 午後２時 00 分から３時 00 分まで 

開 催 場 所 港区役所９階 913会議室 

委 員 

出席者 ６名  

学識経験者：富永 暁子委員、西山 良子委員、花澤 耕太郎委員 

区 職 員：中島 博子委員、金田 耕治郎委員、清水 雅美委員 

事 務 局 保育課運営支援係 中川係長、片岡副係長、菊池副係長、勢能、永田（記） 

傍 聴 者 なし 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 第二次審査 プレゼンテーション審査について 

３ 事業候補者の決定について 

４ 閉会 

配 付 資 料 

資料１   第二次審査採点基準表（幼児食提案書審査・試食作業工程表審査） 

資料２   第二次審査採点基準表（プレゼンテーション審査） 

資料３   幼児食提案書【基本用】（事業者①） 

資料３－２ 幼児食提案書【宗教食・アレルギー対応】（事業者①） 

資料４   作業工程表（事業者①） 

参考資料  第二次審査タイムスケジュール 

会議の結果及び主要な発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 委員 

 

 

事業者① 

 

 

 

 

【１ 開会】 

 

【２ 第二次審査 プレゼンテーション審査について】 

（事務局から説明）～詳細省略～ 

 

事業者①プレゼンテーション 

事業者①への質疑応答 

 

本部の方に質問。基本方針の中に、給食業務経験で培ってきた独自のノウハウとある

が、具体的にどのような場面で、どう発揮されていると感じるか。 

 

・弊社は給食施設を 400 施設程受託しており、区市町村ごとのルールの違いや、設備

面での運用（ウェットやドライ仕様等）、施設に栄養士がいるか、発注や献立を担う

か等、様々な業務形態の施設がある。新規で受託する施設に対し、どのような業務形

態であっても、今までの経験から、情報共有することができる。 

・巡回体制も担当マネージャー、指導栄養士、巡回指導員、他地区マネージャーと異
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C 委員 

 

 

事業者① 

 

 

 

 

B 委員 

 

 

 

事業者① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 委員 

 

事業者① 

 

 

 

E 委員 

 

 

事業者① 

 

 

 

 

 

 

E 委員 

 

事業者① 

なった視点で現場を確認することができる。 

 

業務責任者に質問。複数の方が巡回に来ることによって、効果的だと感じることを教

えてほしい。 

 

指導栄養士が近い距離にいることで安心感がある。指導栄養士以外が巡回に来ること

によって、いろいろ視点で現場を見てくれて勉強になる。（業務責任者①） 

別の視点から衛生面や業務内容（動きの流れ）を見てもらうことで、自分の視点では

気づけなかったことが学べる（業務責任者②） 

 

業務責任者に質問。幼児食提案書について、実際に子どもたちに提供する際の食具等

の想定を教えてほしい。作業工程表では４名配置になっているが、社員、パートがそ

れぞれどのような業務をする想定になっているのか教えてほしい。 

 

幼児食提案書の献立については、指導栄養士が考案したので、指導栄養士から回答す

る。 

・ちらし寿司が苦手な子どもが多いこともあり、食べ慣れているいなり寿司で卒園祝

い会のお寿司を考えた。食具については、お箸が難しい場合は、子どもたちにしっか

り手を洗わせ、手で食べる想定。月齢の低い子どもにはフォークやスプーンを使うこ

とも想定している。 

・作業人員の役割については、アレルギー・宗教食対応は社員で考えている。アレル

ギーとなると受け渡し時に保育園の職員との確認など、安全性を考慮する必要がある

のでアレルギー・宗教食専従の社員を想定している。 

 

汚染作業対応は誰が対応するか想定しているか。 

 

今回汚染作業として、ハムや卵の取り扱いがあるが、社員で対応することを想定して

いる。社員が対応することで、アレルギーや宗教食のコンタミネーションを防ぐこと

ができる。 

 

本部の方に質問。人材育成について、様々な研修を実施されているが、知識の理解度

はどのようにして図っているのか。 

 

・研修の出席率を 100％にしている。体調不良等で研修会場に来られなくても、動画

を視聴することで必ず全社員が研修を受けるようにしている。研修後は必ずレポート

を提出してもらっている。 

・次回の研修時に、前回の研修の簡単なテストを行う、巡回時に研修の内容を理解し

ているか確認している。普段の業務のマンネリ化が事故につながると思うので「衛生

は習慣、事故は瞬間」と伝えている。 

 

人材の定着についてどのような取り組みをされているか。 

 

・従業員の働きやすい環境を作ることが大切と考えており、本社の総務部門にメンタ
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事業者① 
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F 委員 

 

 

 

事業者① 

 

 

 

 

 

 

委員長 

ルヘルスの相談窓口を設けている。相談窓口は第三者機関が担っており、正確な判断

ができる体制を整えている。 

・費用面として、暑さ対策費用、インフルエンザ等の感染症の予防接種費用を弊社が

負担している。 

・ノロウイルス対策として、本人に下痢嘔吐の症状がある場合はもちろん、家族にも

症状がある場合は出勤させないようにしている。ノロウイルスの検査を行い、陽性だ

った場合、１週間後も検査をし、家族を含め陰性になるまで自宅待機をしてもらう。

場合によっては、２週間や１か月近くお休みになってしまう場合もあるが、その際は、

会社で休業補償を支給している。休業補償を支給することで、安心して体調不良があ

ることを報告できる体制を整えている。 

・マネージャーが巡回に行った際は、社員、パート１人１人に声をかけ、精神面のケ

アを行い、離職を防いでいる。 

 

業務責任者に質問。アレルギー対応でヒヤリハットな事例があったら、どのように対

応したか教えてほしい。 

 

・毎日給食の提供を行っているので、ヒヤリハットがゼロとは言い切れない。提供す

る前に、給食室内で必ずダブルチェックを行い、事故を未然に防いでいる。（指導栄

養士） 

・今まで担当した現場でヒヤリハットがあったことはない。（業務責任者①②） 

 

業務責任者に質問。HACCP に基づいて危害分析を行っていると思うが、どの部分が重

要管理点と思うか。 

 

・衛生管理については会社から研修を受けているので、全従業員に情報提供をしてい

る。（業務責任者①） 

・手洗いが一番大切だと考えている。調理室に入る前、作業が変わる時、従業員がお

互いに確認し合いながら行っている。（業務責任者①） 

・衛生管理についてわからないことがあれば、巡回時に必ず確認し、全従業員に確認

事項を周知している。（業務責任者②） 

 

業務責任者に質問。食中毒対策として、会社から休業補償などがあり、対策はしてい

ると思うが、責任感の強い従業員だとちょっと体調が悪いだけだと頑張ってしまう気

もするが、現場を監督する立場としてどのようなことに気を付けているか。 

 

・体調に異変があった場合は、代わりの方にも来てもらえるので、すぐに連絡をして

安心して休んでくださいと伝えている。（業務責任者①） 

・誰しも体調不良になることはある。前日に作業工程をしっかり確認しているので、

業務責任者が急にお休みになっても大丈夫な体制は整えている。他の従業員が休む際

も、本部に連絡すれば代わりの従業員を入れてもらえるので、安心して休んでくださ

いと伝えている。（業務責任者②） 

 

以上でプレゼンテーション（事業者①）を終了する。 
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F 委員 

（事業者①退出） 

 

【３ 事業候補者の決定について】 

 

～第二次審査の審議～ 

 

各委員から審査の講評をお願いします。 

 

【事業者①】 

（幼児食提案書） 

見やすく、分かりやすかった。コスト面についても考えられており、良い点数を付

けた。 

（作業工程表） 

アレルギー対応、汚染対応にそれぞれ１名当てており、作業導線について疑問に思

うことはあったが、おおむね内容はよく書けていると感じた。 

（プレゼンテーション） 

基本的な受け答えはできていた。発言も前向きで、フォローもできていた。業務責

任者の発言が少なく残念だったが、的外れな回答ではなかった。 

衛生管理について企画提案書の内容を質問したが、回答は今一つかと。 

 

（幼児食提案書） 

食べやすさを重視していなり寿司にしたとのことだが、上にのっている飾りつけの

野菜は固そうで、子どもたちにとっては食べにくそうだったので、どのように与え

るのかプレゼンテーションで聞いてみた。 

（作業工程表） 

きれいに見やすく書かれているが、抜けているところも多々あった（中心温度の測

り方、保存食をいつ取るか等）ので、低い点数にしている。 

（プレゼンテーション） 

業務責任者の発言が少なかったので、実際の業務の実現性がわからず低い点数を付

けた。 

 

（幼児食提案書） 

行事食にいなり寿司ということで華やかさには欠けていたと思うが、子どもたちに

とって食べやすいと思う。アレルギー・宗教食との見た目の違いとのことで、アレ

ルギー・宗教食は星形の人参で、通常食は星形と花形？のように見えるが、一見違

いが分かりにくい。全体的にはいい評価を付けた。 

（プレゼンテーション） 

人材育成の部分で質問したが、研修後レポートを提出したり、確認テストを行った

り、巡回時に確認をしたりとよくできていると感じた。人材の定着についても、休

業補償を出したり、他にも様々な制度があり、従業員にとっては働きやすい環境だ

と感じた。 

 

（幼児食提案書） 
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委員長 

子どもたちが好きないなり寿司を提案したという点はよかったと思う。アレルギ

ー・宗教食と通常食に大きな差が無いという点は評価するが、B委員の意見にもあっ

た通り、いなり寿司の上の野菜が固そうで、子どもたちは野菜を別に食べないと食

べにくいように思えた。 

（プレゼンテーション） 

他の委員のご意見にもあった通り、業務責任者が緊張していたのか、発言が少な

く、それを本部の方がフォローをしていたが、業務責任者は安心して業務ができて

いるという発言があった通り、本部との連携はよく取れているように感じた。 

 

（幼児食提案書） 

他の委員の意見にもあった通り、いなり寿司の飾りつけはきれいだが、子どもたち

にとって食べやすさとしてはどうなのかと思った。 

（プレゼンテーション） 

本部の方は前向きにアピール力もあり、誠実さが感じられた。会社の体制も整って

いるように感じたが、もう少し業務責任者に覇気があってもよかったと思う。業務

責任者に主体性が見えなかったので、提案の実現性の点数は３点を付けた。全体的

には業務を任せられる事業者だと判断した。 

 

（幼児食提案書） 

いなり寿司ということで華やかさに欠けること、子どもたちにとって食べやすいと

のことだったが、この料理を実際に出したことがあるかプレゼンテーションで聞け

ばよかった。 

（作業工程表） 

全体的にはきれいに書かれているが、中心温度の測定など抜けている部分も多々あ

った。 

（プレゼンテーション） 

月３回巡回しており、それが現場にとってもメリットがあるということで、全体的

にはよい評価を付けている。 

 

以上の各委員の講評受けて、点数等を変更する場合はお申し出ください。 

 

（意見なし） 

 

～事業候補者の決定～ 

南麻布保育園・西麻布保育園は、事業者①が二次審査は 279 点で、満点 405 点の６割

に当たる 243 点（及第点）に達している。一次審査と二次審査の合計は 783 点。満点

1155 点の 67.8％で及第点に達している。 

 

南麻布保育園、西麻布保育園は事業者①に決定してよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

それでは、事務局から事業候補者となった事業者名をお願いします。 
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委員長 

 

（事務局から事業者名の発表） 

 

【４ 閉会】 

本日の委員会は以上をもって閉会いたします。 

 

 

 


